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 以上、本論文では、各種アルコールを含むフッ酸溶液中で p 型シリコンウエハの陽極酸化によ
る構造形成について研究し、フッ酸の拡散、ホールの拡散、アルコールによる孔壁の保護、およ
び溶液の導電率の観点から各種構造形成のメカニズムを解明し、シリコンウエハ表面における新
しい構造形成の可能性とその指針を示しており、これらの成果は、学術上、実際上寄与するとこ
ろが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。
また、平成２８年８月１９日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行い、
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 なお、本論文は、京都大学学位規定第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容の要約したものとすることを認める。 
 
 
